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第 1章  研 究 の 目 的 と 方 法  
研究 の目 的 と方 法を 述べ る ．  
 
第 2 章  生 産 的思 考 に 関
す る 先 行 研 究 の 検 討  
生産 的思 考 の特 性を 考察
する ．  
第 3 章  生 産 的 練 習 に つ
い て の 考 察  
生産 的練 習 の特 性と 具
体的 な問 題 を分 析す る ．  
第 4 章  生 産 的 思 考 と
生 産 的 練 習 の 関 連  
生 産 的 思 考 と 生 産 的
練 習 の 関 連 に つ い て 考
察し ，求め られ る 練習 問
題に つい て 考察 する ．  
 
第 5 章  生 産 的思 考
を 養 う た め の 練 習
問 題 の 検 討  
子 ど も た ち に と
っ て 価 値 あ る 練 習
問題 を提 案 し ，それ
につ いて 検 討す る ．  
第 6 章  研 究 の 結 論 と 残 さ れ た 課 題  



















  2 .1 期待する問題解決の様子  
      2 .2 図形の役割  




















第 2 章  生産的思考に関する先行研究の考察  
～平行四辺形の面積の学習を例に～  
 























(…中略 )   













































































「 １人の 少年に むかっ て小さ い正方 形の単 位
に分割された矩形が示される．その全体の量，即
ち面積は a・ b に等しいことが話される．こんど
は，様々な矩形がたくさん彼に与えられると，彼






















こ こにな にか本 質的な ことが 欠けて いるこ と
がわかる．この少年は，面積が 1 列の長さとそれ














  （…中略）  
 正方形 の場合にも問 題がほんとう に理解され
３  ４  ５  １  ２  ３  ４  ５  
５  １  ２  ３  ４  ５  １  ２  
２  ３  ４  ５  １  ２  ３  ４  
４  ５  １  ２  ３  ４  ５  １  






































     
     
     
     






























ろが，ちょうどこちらに    いるのよ．ほらぴ
ったり合うわ．”彼女は鋏をとって，垂直に切り，






































に垂線を示して，“これでいいんだわ．”」（ p.63 -65） 























2 .2 図形の役割   

















しきゲシ タルトがよき ゲシタルトへ とよき転移
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①  左上隅から垂直に下ろされた線  
・長方形の左の端  
・ 1 本の垂線であるだけではなく三角形の部分  
・右側にうつされ長方形の右側の端となる．  
②  右上隅からの線  
長方形の端．  






                ②  
 
 




斜辺は同一物に変化し， 2 本ではなく 1 本になる．
そしてこの 2 本はもはや構造的には重要なもので
はなくなる．このような場合には，邪魔物の消失



























































































3 .1 生産的練習とは  
3 .2 生産的練習の具体的な問題の検討  
              （計算問題）  
3 .3 生産的練習の具体的な問題の検討  
              （図形問題）  


















第 3 章  生産的練習についての検討  
 














技 能 の 習 熟 の 達 成 も 目 指 し て 作 ら れ て い る ．」
（國本・山本， 2004）  
 





に次の 3 つが挙げられる．  




















































3 .2 生産的練習の具体的な問題の検討  
   （計算問題）  
 熊本大学教育学部数学教育学研究室によって考
えられた，生産的練習の計算練習帳である「わっ
くわくシート 2010  ～生産的練習～」の，具体的な
練習問題を検討していく．  
 
 3 .2 .1 「たけのこすう」  
 「たけのこすう」のねらいは，「 1 位数同士の加























1． ○の 中に か ず をい れて ，  
たけ のこ す うを つく りま し ょう ．  
②②④⑥  
②③⑤⑧  
   ②④⑥⑩  
   ②⑤⑦⑫  
  ②⑥⑧⑭  
気付 いた こ とは あり ます か ？  
・左 から 1 番目 の行 が全 部 2．  
・左 から 2 番目 と 3 番目 の 行が 1 ずつ 増え て いる ．  






































3． ○の 中に か ず をい れて ，  






 気付 いた こ と はあ りま す か？  
・左 から 1 番目 と 2 番目 の 行が 同じ 数で ， 2 ずつ 増え て   
いる ．  
・左 から 3 番目 の行 は 4 ず つ増 えて いる ．  
・左 から 4 番目 の行 は 6 ず つ増 えて いる ．  
・ 3・ 4 番 目の 行 を足 して い くと ，上か ら 20， 30， 4 0… と
なっ てい る ．  
・ 3・ 4 番目 の 行 はど の列 も 1・ 2 番目 の 2 倍・ 3 倍 とな っ
てい る．  
 
2． ○の 中に か ず をい れて ，  
たけ のこ す うを つく りま し ょう ．  
⑤⑤⑩⑮  
⑩⑤⑮⑳  
    ⑮⑤⑳○25 
    ⑳⑤○25○30 
    ○25⑤○30○35 
気付 いた こ とは あり ます か ？  
・左 から 2 番目 の行 が全 部 5．  






































4． ○の 中に か ず をい れて ，  
たけ のこ す うを つく りま し ょう ．  
①  ⑨⑩⑲  
②  ⑧⑪⑲  




 気 付い た こと はあ りま す か？  
・上 か ら３ 段 目 は，パ ター ン 崩 し .（訂 正： 5，7，12，19） 
・一 番左 の 行は ２ず つ増 え てい る．  
・左 から ２ 番目 の行 は 1 ず つ減 って いる ．  
・左 から 3 番目 の行 は 1 ず つ増 えて い る ．  
・左 から 4 番目 の行 は全 部 19．  
5． さい ごが 16 にな るよ う に  






まだ あり ま すか ？  
  ・他 の 解答 例  
   0， 8，  8， 16  
 12， 2， 14， 16  
 14， 1， 15， 16  







・数字の いれ方によっ ていろいろな問題 を作る  
ことができる．  
・パター ンをみつけさ せることができ，どうす  
れ ば美し いパタ ーンに なるか を考え ること に
よって，数についての感覚を豊かにすることが
できる．  
・パター ンがあるため ，自分の間違いにも気づ  
きやすい．  
・ただ問 題を解くだけ ではなく，問題を解いて  
気付いたことなどを考えることができる．  


























































１   うつ く しい  つ つみ  つ づ き は  どう なる で し ょう ？  
(1)  35＋ 35＝ 70     (2) 38＋ 35＝ 73 
 40＋ 30＝ 70        36＋ 37＝ 73 
   45＋ 25＝ 70        34＋ 39＝ 73 
   50＋ 20＝ 70        32＋ 41＝ 73 
 
(3) 3＋ 17＝ 20    (4) 46＋ 46＝ 92 
   14＋ 16＝ 30      55＋ 36＝ 91 
    25＋ 15＝ 40         64＋ 26＝ 90 
   36＋ 14＝ 50         73＋ 16＝ 89 
 
 (5) 42＋ 24＝ 66 
    47＋ 19＝ 66 
    52＋ 14＝ 66 
    57＋  9＝ 66 
気づ いた こ とは  あ りま す か？  
２   う つく し い  つ つみ ？  
(1) 41＋ 40＝ 81    (2) 28＋ 15＝ 43 
   43＋ 38＝ 81        38＋ 16＝ 54 
45＋ 36＝ 81      48＋ 17＝ 65 
    46＋ 34＝ 81    58＋ 18＝ 76 
   49＋ 32＝ 81     78＋ 19＝ 97 
 
(3) 24＋ 56＝ 80    (4)  8＋  3＝ 11 
36＋ 46＝ 82       19＋ 14＝ 33 
47＋ 36＝ 83        20＋ 25＝ 45 
58＋ 26＝ 84        41＋ 36＝ 77 
  69＋ 16＝ 85        52＋ 47＝ 99 
 
(5) 12＋ 34＝ 46 
   21＋ 34＝ 55 
   32＋ 15＝ 47 
   21＋ 43＝ 64 






































３  どう すれ ば  じょ うず に  計 算 する こと が  で き ます か？  
(1)  9＋ 13＋ 21＝ 43  (2) 13＋ 14＋ 15＋ 16＝ 58 
7＋  9＋ 23＝ 39       14＋ 15＋ 16＋ 17＝ 62 
5＋  7＋ 25＝ 37       15＋ 16＋ 17＋ 18＝ 66 
13＋ 15＋ 17＝ 45       16＋ 17＋ 18＋ 19＝ 70 
 
(3) 26＋ 28＋ 34＝ 88    (4) 12＋ 25＋ 18＝ 55 
27＋ 29＋ 33＝ 89        13＋ 36＋ 17＝ 66 
28＋ 30＋ 32＝ 90        14＋ 47＋ 16＝ 77 
29＋ 31＋ 31＝ 91        15＋ 58＋ 15＝ 88 
 
気付 いた こ とは ？  
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 「ふぁすと計算」，「－ 18 の計算」の特徴としては
以下の点が挙げられる．  
・198 を足すことは，200 を足してから 2 を引けば
よいことに気付く．  












いく．   
 





・計 算し ま しょ う．  
(1)105＋ 200＝ 305   (2) 123＋ 200＝ 323 
   305－  2＝ 303      323－  2＝ 321 
   105＋ 198＝ 303       123＋ 198＝ 321 
 
・計 算し ま しょ う．  
(1)30－ 20＝ 10     (2) 55－ 20＝ 35 
   10＋  2＝ 12       35＋  2＝ 37 









 3 .3 .1 かたちをつくろう（パターンブロック）3  
 美しい計算練習帳＜低学年＞ 49  p .49（図 3-1）  
・図の形がいろいろな図形を合成してできること
に気付かせる．  
・黄色 1 個＝赤 2 個＝青 3 個＝緑 6 個＝（青 2 個




















 3 .3 .2 作図時計 2  
























みど り  
 
 
  き いろ  
 
 
   赤  
 
 






 3 .3 .3 円とボール投げ  
 美しい算数練習帳＜高学年＞ 51  p .51（図 3-4）  
・ 1 人目ごとと 6 人目ごと，2 人目ごとと 5 人目ご











































































第 3 章の要約  
 

















































4 .1 類似点  
4 .2 相違点  





















第 4 章  生産的思考と生産的練習の関連  
 
4 .1 類似点  
 生産的思考において重要な点は，主に以下の 2
点であった．（ 2 .1）  
・問題を構造的に理解すること．  




















・問題に 対する解き方 の意味を理解しながら，  
問題を解くこと．  






























































































 ○類似点  
・問題に 対する解き方 の意味を理解しながら，  
問題を解くこと．  
・ た だ 単 純 に 計 算 を す る な ど し て 問 題 を 解 く   
だけではなく，問題を解きながらいろいろなこ
とを考えること．  


































5 .1 練習の作成に向けて  
5 .2 練習問題の提案  
5 .3 練習問題の分析  








 5 .1 では，実際にどのような問題が必要であるか











第 5 章  生産的思考を養うための練習問題の検討  
 














5 .2 練習問題の提案  

































































①  (5)     ② (10)      ③ (18) 
 
















































②，⑫は 2 通りの答えがあります．  









































①  (18)     ② (20)     ③ (16) 
 
④ (16)     ⑤ (20)     ⑥ (15) 
 
⑦ (17)     ⑧ (16)     ⑨ (16) 
 










































  ① (Ｌ )1 個， (立 )1 個  ② (Ｌ )2 個， (立 )2 個  
  ③ (Ｌ )3 個， (立 )6 個  ④ (Ｌ )4 個， (立 )2 個  
   ⑤ (Ｌ )1 個， (立 )5 個   ⑥ (Ｌ )3 個， (立 )2 個  
  ⑦ (Ｌ )1 個， (立 )7 個  ⑧ (Ｌ )0 個， (立 )7 個  
  ⑨ (Ｌ )3 個， (立 )3 個  ⑩ (Ｌ )3 個， (立 )4 個  
 
 (2) 
  ① (ト )1 個， (立 )1 個  ② (ト )1 個， (立 ) 6 個  
  ③ (ト )3 個， (立 )6 個  ④ (ト )3 個， (立 ) 6 個  
  ⑤ (ト )1 個， (立 )5 個  ⑥ (ト )0 個， (立 )14 個  
  ⑦ (ト )2 個， (立 )3 個  ⑧ (ト )1 個， (立 ) 3 個  
  ⑨ (ト )3 個， (立 )3 個  ⑩ (ト )2 個， (立 ) 8 個  
 
 (3) 
  ①Ｔ 2 個，ト 2 個  
   ②コ 1 個，Ｔ 1 個，ト 2 個  / Ｌ 2 個，ト 2 個  
  ③Ｌ 4 個  
④ト 4 個  
  ⑤コ 1 個，Ｔ 1 個，Ｌ 1 個，ト 1 個  
   ⑥Ｔ 3 個  
   ⑦Ｔ 1 個，Ｌ 1 個，ト 2 個  
  ⑧コ 1 個，ト 1 個，Ｔ 1 個  
   ⑨ト 1 個，Ｌ 3 個  
  ⑩Ｌ 1 個，ト 4 個  
⑪Ｔ 1 個，ト 1 個，Ｌ 2 個  








































①        ②         
 
 
③        ④        ⑤  
 
 
















































5 .2 .3 問題について  






ある．   
 問題 (3 )では，Ｔ字型，ト字型，Ｌ字型，コ字型
の 4 つの形を組み合わせてできた図形①～⑫につ
いて，それぞれどの形を組み合わせてできた構造
となっているかを考えていく．問題 ( 1 )， ( 2 )では，
基準とする形が 1 種類ずつ（ L 字型 /ト字型）であ
り，残る部分は立方体がいくつ分かを考えたが，(3 )
では，立方体は含まず必ず 4 つの形のいずれかの












5 .3 練習問題の分析  

























































































5 .4 残った課題  












コ字型のブロックの数はそれぞれ， 5 個， 4 個， 4
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・基準とする形である T 字型と L 字型のブロック


























6 .1 研究から得られた結論  





 本章では，本研究の結論と課題を述べる．  
















第 6 章  研究の結論と残された課題  
 




















































・問題に 取り組むなか で解き方の意味を理解し  
ながら問題を解くこと，  












































・基準とする形である T 字型と L 字型のブロッ











ことが期待できる．   
 
 
















































店， p.18－ 104  
 









                           
國本景亀（ 2007）．うつくしい計算練習帳．東洋館
出版社，中学年． p.88 
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りが とう ご ざい まし た．  
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ん ， 玉 木 義 一 さ ん ， ま た ， 昨 年 卒 業 さ れ た 前 田 静 香 さ ん
に は ， 研 究 に あ た り た く さ ん の こ と を 教 え て く だ さ っ た
り ， 快 く 相 談 に の っ て く だ さ っ た り と ， 多 く の ご 助 言 を
し て く だ さ い ま し た ． 研 究 に 行 き 詰 っ た と き も ， 優 し い
言 葉 を か け て い た だ き 大 い に 支 え て い た だ き ま し た ． 深
く 感 謝 申 し 上 げ ま す ． ま た ， 夏 合 宿 で 多 く の 先 輩 ・ 先 生
方 か ら ご 助 言 や ご 指 摘 を い た だ き ま し た ． あ り が と う ご
ざ い ま し た ． 同 級 生 で あ る ， 吾 郷 将 樹 さ ん ， 岸 川 友 飛 さ
ん ， 古 林 知 佳 さ ん ， 山 本 幸 子 さ ん と は ， 共 に 悩 み ， 支 え
あ い な が ら 研 究 を 進 め る こ と が で き ま し た ． よ き 仲 間 関
係 の な か で 研 究 に 励 む こ と が で き た こ と に 大 変 感 謝 し て
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い ま す ． そ し て ， 後 輩 で あ る 下 采 瑞 希 さ ん ， 宮 崎 諒 平 さ
ん ， 山 根 三 佳 さ ん ， 横 田 真 照 さ ん に は ， 卒 業 論 文 中 間 発
表 会 等 ， 様 々 な 場 面 で た く さ ん 動 い て く だ さ り ， お 世 話
にな るこ と が多 くあ りま し た．あ りが とう ご ざい まし た． 
 こ の よ う に ， 多 く の 方 々 に 支 え ら れ ， こ の 論 文 を 完 成
さ せ る こ と が で き ま し た ． す ば ら し い 環 境 の 中 で 学 べ た
こ と を 大 変 幸 い に 思 っ て お り ま す ． 社 会 に 出 た 後 も ， 大
学 生 活 で 学 ん だ た く さ ん の こ と を 活 か し ， 今 以 上 に 成 長
し て い け る よ う に ， 常 に 学 び の 姿 勢 を 忘 れ ず 励 ん で い き
たい と思 い ます ．心 から 感 謝申 し上 げま す ．  
 
平成 2 5 年 1 月  
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